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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期第３四半期 4,854 14.0 521 42.5 525 43.4 345 63.2

2022年９月期第３四半期 4,257 14.3 365 1.3 366 5.6 211 △0.3

（注）包括利益 2023年９月期第３四半期 357百万円（68.5％） 2022年９月期第３四半期 211百万円（△0.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年９月期第３四半期 208.12 -

2022年９月期第３四半期 115.31 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年９月期第３四半期 2,998 999 33.0

2022年９月期 2,535 915 35.8

（参考）自己資本 2023年９月期第３四半期 990百万円 2022年９月期 907百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年９月期 - - - 50.00 50.00

2023年９月期 - - -

2023年９月期（予想） 51.00 51.00

１．2023年９月期第３四半期の連結業績（2022年10月１日～2023年６月30日）

（注）2022年９月期第３四半期及び2023年９月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,353 9.5 560 2.7 566 3.7 343 0.3 199.52

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年９月期３Ｑ 1,926,550株 2022年９月期 1,926,550株

②  期末自己株式数 2023年９月期３Ｑ 288,199株 2022年９月期 202,553株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年９月期３Ｑ 1,662,238株 2022年９月期３Ｑ 1,837,868株

３．2023年９月期の連結業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

連結業績予想については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）-

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けの変更や行動制

限の撤廃に伴う社会経済活動の正常化により、一部業種では緩やかな景気回復の動きが見られたものの、ロシア・

ウクライナ情勢による地政学リスクの高まり、及び欧米におけるインフレ加速に伴う政策金利の引き上げ等によ

り、急速な円安の進行やエネルギーや原材料価格の高騰が懸念されるなど、景気の先行きに関しては不透明な状況

が続いております。

一方、当社グループの主要顧客である大手システム開発企業各社における受注環境は、新型コロナウイルス感染

症の影響による社会全体のオンライン化の推進やDX人財の需要ひっ迫等を背景として、引続き力強く推移してお

り、当社グループの事業活動も堅調に推移しているものと認識しております。

そうした状況の中、当社グループは、コンサルティング・受託開発領域への積極投資による技術力の向上、ま

た、技術者派遣においては、案件に係る商流の改善や技術者の技術向上を図ることで派遣単価の改善に努め、新規

顧客を開拓することで技術者の稼働率の維持、改善に努めてまいりました。

このような事業環境のもと、当社グループは中長期的な経営戦略として、将来に向けた成長基盤の拡充と人財の

育成を掲げ、「業界有数の人財数」、「業界有数の技術力」、「オリジナルの制度に基づく人財育成力」の醸成に努め

ており、従業員を財産と考える当社グループは、優秀な人財を獲得することに止まらず、既存従業員への還元・急

激な物価上昇等への対応として平均給与を引き上げるなど、「人的資本経営」を重視することによるオーガニック

成長を推進してまいりました。さらには、2021年10月１日付で株式会社ヒューマンベース、2022年４月１日付で株

式会社コスモピアを連結子会社化し、グループシナジーの発現に取り組むなど、M&Aを活用した非連続的な成長の

実現にも取り組んでまいりました。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は4,854百万円（前期比14.0％増）、売

上総利益は1,459百万円（前期比12.8％増）と堅調に推移しました。また、販売費及び一般管理費も、M&A付随費用

やストック・オプション制度の導入に関わるコンサルティング費用などの前年同期に発生した一過性費用が一巡し

たこと等で抑制され、営業利益は521百万円（前期比42.5％増）、経常利益は525百万円（前期比43.4％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は345百万円（前期比63.2％増）となりました（子会社別の売上高は、株式会社ブレ

ーンナレッジシステムズ：2,595百万円、株式会社シー・エル・エス：980百万円、株式会社アセットコンサルティ

ングフォース：494百万円、株式会社セイリング：351百万円、株式会社ヒューマンベース：227百万円、株式会社

コスモピア：424百万円となっており、グループ内取引の相殺消去前の数値を記載しております。）。

なお、当社グループはシステムソリューションサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載

は省略しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ463百万円増加し、2,998百万円（前

連結会計年度末比18.3％増）となりました。契約資産の減少157百万円、のれんの償却に伴うのれんの減少74百万

円等により減少した一方で、事業拡大に伴う売掛金の増加374百万円、投資有価証券の増加に伴うその他の増加116

百万円、現金及び預金の増加109百万円、貯蔵品の増加86百万円等により増加しております。

負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ379百万円増加し、1,999百万円（前連結会計年度末比23.4％

増）となりました。借入金の返済に伴う長期借入金の減少91百万円、法人税の納付等に伴う未払法人税等の減少75

百万円等により減少した一方で、短期借入金の増加400百万円、賞与引当金の増加107百万円等により増加しており

ます。

　純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ83百万円増加し、999百万円（前連結会計年度末比9.1％

増）となりました。自己株式の取得等に伴う自己株式の増加186百万円により減少した一方で、利益剰余金の増加

259百万円により増加しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年９月期の業績予想につきましては、2022年11月14日に「2022年９月期　決算短信」にて公表いたしました

とおりであり、当該業績予想に変更はありません。

　新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は、当第１四半期連結会計年度末時点において当社グループの事業

活動に重要な影響を与えていないことなどを踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は限定的とした

前連結会計年度末時点の仮定は変更せず、当社の通期連結業績予想への影響は軽微であると考えております。

　なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 672,863 781,900

売掛金 643,460 1,017,928

契約資産 203,953 45,955

仕掛品 - 2,367

貯蔵品 39,935 126,613

その他 28,100 47,497

流動資産合計 1,588,313 2,022,262

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 73,539 73,539

減価償却累計額 △30,263 △35,494

建物附属設備（純額） 43,275 38,045

工具、器具及び備品 33,520 37,253

減価償却累計額 △18,524 △21,415

工具、器具及び備品（純額） 14,995 15,837

有形固定資産合計 58,271 53,883

無形固定資産

のれん 640,512 565,852

その他 10,468 11,629

無形固定資産合計 650,981 577,482

投資その他の資産

敷金 80,875 76,798

繰延税金資産 147,939 143,017

その他 9,341 125,456

投資その他の資産合計 238,156 345,272

固定資産合計 947,409 976,638

資産合計 2,535,722 2,998,901

負債の部

流動負債

買掛金 21,036 34,720

短期借入金 100,000 500,000

１年内返済予定の長期借入金 135,156 125,256

未払金 364,822 359,860

未払費用 66,336 94,021

未払法人税等 157,060 81,062

未払消費税等 131,641 123,274

賞与引当金 125,725 232,863

その他 23,794 30,605

流動負債合計 1,125,574 1,581,663

固定負債

長期借入金 310,855 219,388

退職給付に係る負債 124,546 134,614

役員退職慰労引当金 58,987 -

その他 - 63,828

固定負債合計 494,389 417,831

負債合計 1,619,963 1,999,495

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 193,661 193,661

資本剰余金 103,661 101,402

利益剰余金 1,015,991 1,275,736

自己株式 △405,641 △591,768

株主資本合計 907,671 979,031

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 - 11,153

その他の包括利益累計額合計 - 11,153

新株予約権 8,087 9,220

純資産合計 915,759 999,405

負債純資産合計 2,535,722 2,998,901
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 4,257,409 4,854,420

売上原価 2,963,638 3,394,771

売上総利益 1,293,770 1,459,649

販売費及び一般管理費 927,779 938,049

営業利益 365,991 521,599

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 8 -

為替差益 343 -

雑収入 4,509 7,948

営業外収益合計 4,864 7,950

営業外費用

支払利息 2,774 3,897

為替差損 - 48

その他 1,500 10

営業外費用合計 4,274 3,955

経常利益 366,581 525,595

特別損失

固定資産除売却損 4 -

特別損失合計 4 -

税金等調整前四半期純利益 366,576 525,595

法人税等 154,657 179,650

四半期純利益 211,919 345,944

親会社株主に帰属する四半期純利益 211,919 345,944

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 211,919 345,944

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 - 11,153

その他の包括利益合計 - 11,153

四半期包括利益 211,919 357,098

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 211,919 357,098

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年12月15日開催の定時株主総会決議に基づく2022年12月21日開催の取締役会決議に基づき、自己株

式100,000株の取得を行い、当第３四半期連結累計期間において自己株式が215,600千円増加しました。

　また、2022年12月21日の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬としての自己株式14,354株の処分を行い、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が29,473千円減少しています。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が591,768千円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を使用できない場合は、法定実効税率を使用しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。なお、当該適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

当社グループは、システムソリューションサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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